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趣旨及び概要 海外では，日本を起源とする how to learn 型の授業研究を展開しようとするが，

how to teach 型の授業研究にとどまってしまうケースが多く報告されている．いわ

ゆる教師の指導法に焦点があり，子どもがどう考え，どう学んでいくかといった学

びのプロセスへの注目がなされないということである．日本の小学校算数科や中学

校数学科の「授業研究」は，日本特有の「授業研究文化」の中で成立していること

の証左と言えよう．日本の高等学校数学科で行われている「研究授業」が how to 

learn 型にとどまりがちな背景には「授業研究文化」が醸成されていないことにある

と考え，3 年間にわたり「高等学校数学科における「授業研究コミュニティ」の形

成を目指す研究を展開してきた．本ラウンドテーブルでは，その具体的な事例を示

し，コミュニティの拡大に向けた取り組みについて議論する． 

 


